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Abstract

E nvironmental condition of the colonies and physical status of Japanese
emigrants in South America, especially in basin of the Amazon of the tropics and
the middle part of it in temperate zone were investigated from July to September
1968.

Various figures on temperature, humidity, radiation, daily fluctuation of
temperature, barometric pressure and so on were obtained in several colonies. It

was suggested that these severe conditions should influence greatly on health and
life of the emigrants, especially living in the tropical zone.

About physical status, it was found that the body weight, basal metabolism,
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blood pressure, grip strength, total protein and total cholesterol in blood serum
and skin fold of the emigrants, especially living in the Amazon area showed lower
tendencies than those of Japanese standards or mean values. But the lowering of
the functions by aging was not so significant.

And physiques of the children of the emigrants were lower compared with
those of the children living in Japan.

The physical functions of the members of this investigation during the
survey trip showed some fluctuation due to variation of the conditions, as
temperature, barometric pressure, foods and so on of the colonies.

ま　　え　　が　　き

人口の移動は人類の歴史の展開に非常に大きな力と

なって作用し,それに伴う健康上の諸問題ほ歴史の様

相をも左右するほどの国子である.

日本人の海外移住については,その背落こある政策

ほともかく,その健康上の問題γ酎二関Lて各種の調査

研究がなされて釆た.殊に明治以来6℃年の歴史をもち,

現在7℃万人以上と云われる南米大陸-の移住者の保健

衛生上の調査には,外務省や海外移住事業団などの委

託による各種報告2)-7ののほか,科研費海外学術調査

12)13)によるものなどがある.

LかL乍らこれらの殆んどは7ンケート-の回答や

踏査記鈷的たっっものをまとめた場合が多く,実地に何ら

かの医学的測定を行って客観的評価を下したものほ少

ない.勿論それほ遠隔の孤立Lた移住地での電気等の

設備不足･運搬の至難さなど各種の悪条件によって万

止むを得ない事でほあるが,われわれほ何らか客観的

資料を得たいと考え次の様な目的で調査研究を行った

のである.

南米-の移民ほ元来一次的に密林や不毛の地の開拓

という農業移民の形がとられ,そこには日本本土とあ

まりにも異なる気候風土,過重なる労働,栄養上の重

大な欠陥,住･衣生活の不完全など多くの国子が,移

住者の精神と肉体の健康に重圧を加えている.当然曜

痛憤向や加令現象にも影響を与えずにほおかないであ

ろう.そこでわれわれほ健康調査を行うに際し身体

機能上の加令状況を重々くったに測定L,又と-→方栄養所要量

の基盤であり,栄養摂取の状態や労働強度なども反映

する基礎代謝等を測定することを本調査の-能目とし

て本研究を行った.

対象の土地と住民

この調査を行った移住地の概要と測定･調査対象ほ

次の様である.なお〔基の　とは基礎代謝を測定し,他

の項目も原則とLて基礎代謝状態で測定した対象を,

叉〔健のとは基礎代謝ほ測定せず,他の項目も日中の

適当な時に主に集団健診の形で測定した対象を示す.

文,調霧は1968年の7月末から9月末にわたって行っ

た.

A　地　区

1.サ立々タ･イサベル(ブラいバル国･パラ州の　7て

ゾン下流の中心ベレン市の近郊でピメソタ〔胡轍の･

養鶏･野菜が主産品である.

2.第2トメ7ス(同上･海外移行事業団直轄〕べ

ど,いが｢m南方120km,水路270kmのトメ7ス淫〔小7カ

ラ川のより陸路46kmで,ピメンタ･陸稲が中心,下記

トメ7ス移住地に隣接L昭和37年から開かれた新しい

所である.

3.トメアス〔同上の第2トメアスと隣接し北ブ

ラいバルでのの代表的移住地で大正年間に開かれ,苦闘の

後ピメンタの†一心的産地となっている･

4.エフイいバのLニオ･サーレス〔7いいラいバル国･アマ

ゾナス州のアマゾン相中流州都マナウスたJから40-50

knlのの沿道にある.ピ々バンタ等を発展させる途上野菜

･米の栽培,養鶏をLている.昭和33年から入植Lた

5.ベラビスタ(同上の　ネグロ河をほさみてナウス

の対岸.昭和28年から入植したが,ゴムの栽培等がう

まく行かずピf立/タ･野菜等にたよっている.特にカ



I,著霧二外ナる上]本人移行がj也のの環境条件と棒往古のの身利夫批　　　　　　　　　　223

ルデロン,アリアウ,カカオ地区を対象とした.

以上1 -5ほ南緯o -4度附近のの)ブラいバル北部熱帯

にあり,密林を伐関して造成しがこ所であるので特有の

気候である.

6.ラモス〔ブラ.バ/とっい:っサいががjたガバjl)ナ州の　り

オ･?いいランデ･ ｢･ガ立-ル州部ボルト･7ど/Pいレl行のの

―虫i状たlの誌rい]60℃kmのの所.文率立全)[:リリi約1 ,0℃℃mのが-oJめこ展開L

牛豚の飼育,果物殻類の生産が行われている.南緯28

度の温帯である.

7.イグアスOパラグアイ国･アルトパラナ県の首

都7スい々いンオいがのの東方286km, 7いいラいバル々立のの因際道路

沿いにある.標高平均25℃mの波状台地である.各種

農産物を生産し,自給体制の確立から,逐次永年作物

肉牛のの飼育に向う所である.南緯25度の立γ.留7La落こ位置す

る.

8F　サ立々ファいが(のポリヴィア国のサンタ.ク/とるた――行

北西杓125kmにあり標高3℃0-35℃mの平坦地である･

南緯19息　陸稲･トウモロコシ･大豆などを主な作物

とする機械化営農-進んでいる.

凱　7Jとゼンチンっい-,lブェ/る立書のナイどア立J行'γがTf郊このエ

る立ベラい/サ､ウルキにいがサで花]1年状培をLていf4)人々この

学立)月掛旗度学苧をヰの洲a4)Lた. r硝皐35僅i

B　人　員

っ亘立[j志村褒は〔基ののの壊乱　移住後3年以上を経過す

る3℃-5℃才代の夫婦で自覚的に健康な人々とした･

(二健のの場合ほ(､基のに準ずるが.暗にゆとりをもた

せた.上記1-3の移住地をベレン近郊, 4と5をて

ナウス近郊とL々てまとめた.地区別･年代別の〔其の

基礎代謝郡･ (鯉の健康調査群の各例囲はTable lのの

如くである.

Table 1. Number of Subjects

Group Sex
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測定項　目　と　方法

A　環境条件一屋内･屋外(日陰〕･同〔日向の

1.乾球温度

2.湿球温度

3.比　　湿 I

4.悪球温度

5.実効栢射温

6.カタ冷却力

7.

小型アスマン乾湿計

チ
小型悪球温度計

風速〔カタ寒暖計およ
びBeaufortによるの 千

乾･湿カタ寒暖計

8.感覚温度一上衣活用のチャート

9.最高･最低温度―最高･最低温度計

1℃.気圧-アネロイド気圧計

ll.照度-携帯型照度計

B　身体状況

1.身長一金属製ノミンドマス

2.体重--ルスメータ-

3.体表面環一藤本･渡辺算出式〔6才以上用の1の

4.体温〔口腔の

5.脈持数

6.呼吸数

了.最大血圧

8.最小血圧 チ
水銀血圧計

9.握力(右および左の-スメドど,-型握力計

1℃.限調節力ー簡易近々･立が-立め巨離計

ll.白内障の有無

12.尿蛋白

13.尿　　糖

14.尿　pH ‡
Combistix

15.血清総蛋白―屈折蛋白計

16.血清総コレステロールー簡易法

17.性徴一女性の初経･閉経

18.既往症と酒･タノミコ噂好度

19.農夫症々慎一点数

20.基礎代謝諸値-Max･Planck Pulm℃宮asmeter,

G℃dart Gas-analyzer

2l.特殊労働のR.M.R. (エネルギー代謝率〕

なほこの他特別に2, 3の調査を行った.

叉栄養摂取･食糧需給の状況についてほ,別に発表

する.

成　　　　　　　　績

A　環境条件

われわれが調査を行ったのは7月末-9月末にわた

り,南半球でほわが国と反対に季節は冬と一応考える

べきである.但し四季の変化ほ熱帯でほ明らかでない.

又Table 2　に主な地区での測定値の代表的なものを

示した.これは主に屋外日陰のもので,黒球温度ほ日

向での測定値である.測定時刻ほ最高･最低温度を除

き午前1℃時である.

1.サンタ･イサベル〔Santalsabelの

べど,ンの近郊てい,ベレ立々と同じく一年中の温度差少

く,月平均気囲は25-26℃cで推移する.最高･最低

ほ夫々て29-32℃c, 22-24℃cの間であるという.われ

われの訪れた7月末の午前1℃時の気温ほ表の如く28〇

c,湿度ほ8℃%程である.最高･最低温度の差〔日

Table 2. Atmospheric Condition

iiZ5

＼Ite-sTe-peraturerHumidityVelocityGlobe-th.≡E.T.Max.Min.Temp.

District D.B. -cw.B.　　　　　　m/sec Max. -C Min.

Santa Isabel

Tome Acu

Efigenio Sales
L

Bela Vista

Lam℃s

Yguacu

San Juan
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28.0

28.0

13.5

25.5

25.0

25.5

25.0

25.5

25.5

ll.0

19.4

19.℃

日9
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82

82

1L¥
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5了

I,享t~

:o;≡ i

℃℃:喜∃

Date

3日.℃　　　25.6　　　29.7　　　2℃.℃

芸…三≡を≡≡‡≡自喜,I.Sが…冒全･,℃率=

July 27-28

July 29rAug∴

Aug―　7-9

Aug. 12-13

Aug. 22-23

Sept. 5―7

Sept, 19-21
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較差の!γは1℃℃c位である.耐期こほ度々率こんたっ―--バとかい能

来する.気圧は76℃mmHg附近である.

2｡トメアのる立(TomeÅcu∋

熱積性―r―集温多積年間平均気期は25.6し｣cといれ々のれ.

雨期かい立12-5々軌範挙が6-1呈月という.われれくのれは

8月初め乾季に訪れたかい立立気し立&28-29-C†湿度8℃-90

%であった.口較落は-15Lのcていあっのた.崇球f―t認7t患

が45.5-cに達Lた暗があっのた.

3.エフイTバの1ニオたと-レス∈EfigenioSalesの

年間平均気配27.4℃c,最高36.3c〕c,最低2℃.5-c,

年間降水量1,94℃mmという.8月フ-日日で気氾2日

-3酢C,湿度64-自S先a,慧球温度は44っ)cに達Lた事

がある.気いi,率っLののEJ較霧は8.5-c程であがlた.

4.ベラビガ立タ(BelaVistaの

年間平均'のん落い?[―,し131.4〇c,-感高37.酢C.最低12.6-c,

年間降水―量2,1℃℃mmという.8月12-呈3日で気温

28.0-c,湿度82%で崇球温度rγは45.5-cに達Lた.口

較差ほ8.5℃c程である.

アマい/いが熱帯地区でもべと,い々･マナウスのの様な都ftf

では温度の日較差･年較差ほ小さいが,移行三地は囲模

する密林のの作用によって口軽差,年較差はより大きく.

夜間のの湿度は高い.何れも顕軸はI"Jくなく.気FEは

冒6℃mmHg弱であ～バた.

5.ラモる立〔Lames立)

成-結28度の立Tが朽だが実/上く率I''認,oocざm(>/".―のの1･.a.I;用i,-っあるた

め季節のの変化ののうち夏はが立iのが立と,いIを;(し々い.日月22-23行

事のっ噴-で,気サHリ11.5一王3.5-c行[外),囲豊74-78%であ

った.室内ほ5uC程高かっのた.日較差ほ年f外で12-

呈3℃c,室内で7Q<J/~*-oLである.幅射熱も弱かった.

気圧ほ約7℃OmmHgである.

6.イブアス(Yguacuの

立F均気温14.9℃c.最高20.針C,最低J.O-c,年間

降水―量1,285mmという.9月5-7年‡頃で気批23.5

-25.5〔)c,いに立F撻度52-5ヲ%であ々のた.果球fE立っL度は37｡O

ucf―立であるが.自較差γ-をJいた55-c近くに及ぷ.実用ち自Ll行

とともに気立I立γ[,っLが急下界L,午碑2畔頃ののお量r瑞時にほ2日

-29.51のcに及びLばらく持続するが,日没と共に急

―下降し､最夜中ほ徐々,γに下降Lて午前4-5時頃に最

低のの4,5-7.℃Jcに至る.そLて朝夕の急昇(崎行は

1崎問杓1℃oCに達するののてある.問開のの瀬林とやや

高い〔250mの地形などにもよるののである〕う.夜半の大

j―又噴-噴中/Ju蒸気ほ過飽和ののめ妃とたi:ら./の(J,く―年は740mmHg

位である.

なi:れrのい以――hiのの各地のの気流(勤のは℃.i-i.1m/sec

でトメ7ス,ベラビスタ等で大きか｢たが,大霧はな

T^ofc,

照度ほ殆ん々とののf立[:居が開放的であるため　堪間ほ問

題が少Tどい.即ち台所で日0/どが立バクス位のの所もあがのたかい―い,

多くほ噴0っのルックる立前掛はあ｢た.又,夜間すべてのの移

I自他てい能カ―且ざれていた｢/'ラシいが･ラに々7｣ ―は,読責

め'-K離でくらいめのてい25-4OのJとックガが†朋るくLて160々と

ックる立粗密であっ,た.

B　身体状況

各地―々,7と毎にが性･年代別のの測定偶ののい!呈均f認t(:をT℃ble 3

〔基の, Table　4　し陸のに示Lた.

1　基礎代謝群

碑林を快開Lた各家産は隣家まで近くてIO噴m.遠

ければとkmもあるので手　早朝に行れのねばならなっい基礎

代謝及びそのの状態でのの測霧こほ例数をあまり多くとる

落は不可能であっ〕た. Table 3　ののごとく, 3℃れ', 40

才代の自覚｢伽こ健康な夫婦を中心としたので, 20才,

5O)才代のの成落は人數も少く変動が)立,きい.器々自立-の調子

などが厳Lい不便さなどから問題を生じた場合がめ〕 I

東側値になっているのもある.

ベレいが･アナウガ立近郊のアマい/ン地域と,ラのとア立.
■

イ?い7スの南米中部地域とはそれぞれのの条件も相似す

る所かい成るのので統合L　襖で比較検討する.

2　健康澗杏郡

Table4ののの,いとく1れ長は口本人ののいP均と大々て主なっいがた.

体崎];い率3―良一ともや立学の低く.特にアい立っい/立々用ihリk-に自立L[/の

豚く―である4).いこのの事は費用こ-このが霧がtた. /果兵摂取の―の小iiと立と)

7.々バミニラい/ン立く:-を立･-aがい1考えられる.

[En虻こは何れもj用令と共に上井のの傾向があるかいがnj木々立

の平均よりやや低い所にある.この群ほ自･他覚的に

何かある人も含まれているので〔基〕群とやや異る.

握力iはを全体的にやや弱く,触令的低下も明らかであ

ち.

仙川]･'総缶自告量ほほぼJ上三常範囲外こほあるもののののを全

期!リF立]に低い.男女-ともア-―立っい/いがと出城が最も低く,ラモ

ス･イブ了スの軒糾―カ祁地域が最も高く†サンフアン

I-/;立立_そのの中且率である.栄尭摂取殊にポ自,囲こ々1の足がある

こともた淫リ立像されるかいユ.熱が帯のの気候と労働の負荷のの厳L

きの影響も推察される.サンフアンは食餌形態が日本

農村的な面を相当にもっており,その関係もあるもの

と考える.

舶上)-た経とlど,る立テlコ- /とは簡払法で榊^HLたため故碑

なっ数I自Flととほ云い囲いL.変動もバg-きいがを全肘年]にはや

や低い. a米itL噴の如上r果状況に影率上―が]リiされたているとも考えら

れるがに　-方血く1三^いL率-A,のの状態と結び付けると興味があるI

目臥排日れについてほ簡易法による日本人の標準値或
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いは標準化が不充分なので目下は比較出来ないが,各

地区とも略同様の加令的低下を示Lている.

皮厚は7マゾン地域特にマナウス近郊の男子が小さ

い.やほり栄養と労働とのバランス等に考えを致さぎ

るを得ない.

農夫症々侯に閲し点数であらわすと,全体的に日本

農民よりやや高く,とくにラモス女子の4℃才以上に明

らかである.

3　地区の大区分による比較

基礎代謝群をほぼ同様の条件と傾向下にある地区即

ちベレン･マナウス近郊を合せてアマゾン地域とし,

ラモス･イブアスを合せて南米中部地域,更にやや特

殊な傾向を示すサンフアン地区の3つに大区分Lて,

日本人の本国における数値とも比較検討をすすめると

次の如くである.この地域･性･年代に該当する対象

人数はTable5　のごとくである.次に項目別に性･

年代･地域別の算術平均値と標準偏差をTable 6　に

示した.又地域間比較や日本人平均値との比較がし易

く,興味あるものをFig.1　　に示Lた.

1の　身長　男子3℃才代では日本人平均値9)と何れの

地域も略同じであるが, 40才代の中部, 2℃･5℃才代の

アマゾソがやや大きい値を示Lている.しかし人数の

点で断定ほ出来ない〔Fig.1の.

2〕体重　全体として日本人の平均値9)と大差ほな

く,文男女とも中部がよくアマゾン･サンフアンがや

や小である.各地区とも相当に不便な所で各家庭を廻

り測定を行ったため例数が少く成囲は変動が大きいの

で有意差は認め難い(Fig.2の.

3の肥痩係数アマゾン地区の殊に若年の方にやせ

た型の人が多い.労働と環境リ栄養との関係からであ

ろう.

4の最大血圧･最小血圧

男子ほ全体として日本人平均値9のより低い傾向があ

るが,特に4℃才代で明らかである.地域的には,各年

代ともアマゾン地域が低い槙向を示したが,有意差で

ほなかった.女子にはそれ程の差ほ見られなかった.

最小血圧も男女とも上記の様な傾向にあった.

〔Fig.3,4の

〔附〕若年者高血圧:中部ラモスにおいて〔高度

1℃℃℃mの気温12℃cの下で17-28才の男15名･女7名

計22名の血圧を座位で測定した.殆んどが血圧測定は

はじめての経験である.ところが最大血圧が128-210

mmHgで15℃mmHg以上が1℃名,そのうち18℃mmHg

以上が2名いた.最小血圧は64-11℃mmHgで90

mmHg以上が10名でそのうちHOmmHgが1人いた.

余りに高いのでそのうちとくに高い6名について仰臥

安静を十分とらせた後測定したら13℃-156がfifi-ftfiuoouと

下ったが尚この年代にしては高いものである.初経験

による精神的ストレス･寒冷高地などを加味するとL

ても興味ある成績でありfollowupが出来ないの

が残念であった.

5の握力全体として見ると30才,5℃才代男子が明

らかに日本人平均値16)より小さく,40才代でもその

傾向がある.地域的にほ差ほなかった.女子は地域的

Table 5. Number of Subjects (Zone)

Age

Z.
sex

E

yrS

2℃が- 3℃ 4℃ 50- T℃tal ≡ sumt｡tal
[

;

L

Male

Amazon

Mid.

San Juan

Total

2

2

0

4

10

7

7

24

｢

9 i

4　書

刑gK
-

11

2

1

14

32

15

9

56

Female

Amazon

Mid.

San Juan

Total

Sum total

2

3

3

8

12

7

7

2

16

40

13

3

2

18

32

6

2

1

9

23

28

15

8

51

107

Z : zone

Mid. : Middle part ℃f South America
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Table 6. Mean Value and Standardリのeviation of Measurements (Zone∋

Items

Height cm

―

Sex

Age　　　℃　　yrs　　℃-　　　ぎ　4℃-　　　　5℃-

Mean喜s.D.喜Mean

Male行
S

Female

Male

Female

Weight Kg

Obesity―

slenderness

lndex

Basal

metabolism

Cal′m2っhr

!

Male

Female ―

―

｢

Male

Female ]
]

≡

i

Blo℃　　　　　Male

―

―

pressure

Max. mmHg|　Female

た72.8

163.8

―

―

―

2.75

1.75

喜T_⊥喜喜3率…書ア率6
A

M

S

A

M

S

A

M

S

A

M

S

A

M

S

A

M

S

A

M

S

A

M

S

Blo℃d

pressure

Mm. mmHg

Grip

strength

Kg

Male

Female

58.8

54.4

39.3

54.3

49.2

±三:-I

1.25

0.60

邑s.D.室Mean― s･ロー喜Mean. S.D,

忠言雲:43喜16
16昌:喜…喜:86冒
16ユ.15.83…-≡

Il冒喜…喜佃野喜三=.≡
53.6　　　｡ヨ3

62.2

55.5　　　｡26

0.75　買　　53.0 I　7.66

去,87且霊冒‥o41

呂二―20
30｢ざ井3;≡

2:≧.3　　0.3℃

±三,―　_-享ざ

2.04

6.79

｣

∃ 42.28　5.89

135｡℃　5.36

24.9

24.7

25.4

37也35

45.52

32.36

36.ll

37.70

26.09

∃

6.02

4.℃0

0.67

0.48

0.68

0.39

0.89

0.4っの

a

―53

58

4日

6:⊇

44

.7

.5

=芦

.2

.0

3.72

5○11

3.30

9.04

0.75

16

16

14

15

14

3.8

1.0

8.0　∈

℃｡2

8.0

5〔).6

56.｣

5.57

1.5C

4.95

5.60

5.77

0.25

50.5　　｡68
46.5　　　.50

48.5

〒5率てア'で苧ア亨'学7ア率苧
三-_の三

1.61

37.76

41.ll

32.56

39.24

0.95 i 32.24

っ,率そi
5.90

｣ 1昌…∃s9∃

32.87　　　2.99

31.69　12.58

32｡29　　　2.99

47.50　　　0.77

32.04

J

壬∃中,50り冒喜i 一三-三三　三全の

恩16はi℃全ざ℃自害℃っ冒:99昌

A　　　　　　58

習　ぎ　82

孟　を　冒.9
76

Male

Female

A

M

S

A

M

S

12.00

3.50

ll.℃0

4.08
5.66

44に3　　0.25

38.2　　　℃.35

喜呂:47≡　喜:S3℃表
23.7:　5.14至

≡

i

冒冒行℃｡.E
75喜　4.8?

F

【
l

F

76　　　6.24

77　　　9.日8

72　　　　発

35.2　　　7.69

37.5

36.0　　　5.4℃

21.6　　　4.89

23｡　　　4.35

22.5　　1.℃0

―

―

[

1

―

127　…

130

112

―〟｣

73

86

78

日4

74

15.69

14. 86

1:∃℃

129

―

t

136

1霊:陽I率昌

1℃.58

10.57

10.14
7.36

4.00

33冒が行'軍っ呂

牢―ざ―し畢1― ―――――享―5S

了5

68

11†13

23.50

30.7昌
9.00

4.79

10.00

80　15.24

87　　OeOO
ffl

.8

が1i
.S
.8

.0

6.36

1.25

2.37

0.25
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Items Sex

Age

Z

20々―に
yrS

Mean S.D. i,c｣._き.p. }に‥eのは_が

30 a--

s.D.―ミ

5℃々･に

Mean S.D.

Accomm℃d-

ati℃n

℃f eye D.

Male

書　Female

!

ち

A

M

S

A
M

S

13.7　　7.25

6.1　　0.20

0.45
12.1　　3.｣了

10.1　　1.96

7.4

6.0

6.5

8.7

9.0
8.4

2.94

1.20

1.22

2.53
2.62

2.75

6.1　　2.33

5.9: 1.49
‡

―

6.1　1.82
了.9　　0.28

7.6　　　2.55

7.7

7.℃

8.1

6.5

4.2

2.41

1.75

1.32

℃.5℃

Male

Female

Blood serum

T.P. gγdl

A

M

S

A

M

S

6.6

7.4

6.2

7.1

℃o,行喜∈呂‡率2:っ,9率
呂.50

.82冒:喜o.:芸書写.･;7.℃0.406.5

Blood serum Male

T. Choi.

mg/dl Female

―

―

A
M

S

A

M

S

15℃

175

15℃

167

0.43

0.73

6.5し　℃.43

6.8　　℃.3℃

め;o.o.塁昌

47.14　　　163　　21.65
37.27　　150　　0.℃0

17.50

44.8日

22.59

25.00圭

℃.℃℃　　　167

25.℃℃　　　167

157

0. ℃0　　　19二≧

23.57自写54
F

165　　45.℃℃

175　　25.℃0

15℃　　0.℃℃

17℃　　24.50

175　　25.℃℃

―

―

―

2℃℃: 57.74
175　　25.℃0

15℃　―

Male
Skin fold

Back cm

Female

Symptoms of

farmer point

A

M

S

A
M

S

4.64　　　3.7

9.3

1.77

9.1　1.45

9■.　　　0.25

8.0　　℃.80

14.7　　3.77
15.3　　5.31

9.1

13.2

12.0

17.9

13.6
18.0

岳

2.31

2.?:≧

∈

2.53　　19.6　弓　　8.62

4.43　　　　　　　　℃.17

5.℃0　　12.℃　　2.℃0

三二…三　　…
1.55

lr

10.℃　　3.43

12.℃　　1.5℃

20.9　　8.16

16.3　　1.75

26.0

･ale書

[

Female

A

M

S

A

M

S

1

3

4

3

1.50

0.50

1.25

3

2

2

3

4

4

1,66

1.89

℃.℃0

圭軒=,全S
芸ア:昌昌

2.71

2.49
1.50

A : Amaz℃　　　　S.D∴ Standard deviation (±の

S : SanJuan

M: Middle part

には中部がアマゾン･サンフアンより大きい傾向があ

った〔Fig. 5の.

6の　眼調節力　簡易式の新らLい日本人標準値が得

られてはじめて比較できるが,各地とも概ねよく保た

れている方である.

7の　血清総蛋白　全体とLて男女各年令とも,日本

人基準値より明らかに低い.地域的にほ中部の値が高

く,男女とも日本人基準値と変らないが,アマゾン地

域の人達が全般的に明らかに低いといえる. (Fig. 6の

日のI([L描線コと々る立テロ-バと　測定方法が簡易法であ

るので厳密な事は云えないが,全般的に日本人基準値

より低い.

9)皮〔脂の厚　男子は全体的にわれわれの得た日

本人農民値〔未発表〕より小で,特にアマゾンの人々

ほ然りである.女子ほさまざまであるがリ　若い層に小

さい傾向がある. (Fig. 7の

1℃の　農夫症　全体的に日本農相の値15)より高い,

4℃才に特に明らかである. (Fig. 8の

11の　基礎代謝_量　各種の悪条件のため,きれのめて/i

ラツイた情Lか得られなかった.数値を検討したとこ
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ろでほ全体として各年代とも, E]本j%基準伸10)と差

はなかった･ 30才代において中部に比L7てナンの人

達の怖が有意に低かった･ Galヽ塙o呂)か南米自j%の基

礎代謝がやや低いことを報告LているUOも参考になろ

う･ (Fig白　9)
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f,阜fiiJ山二ニトけ-6 '1-y,1,-/.∴, HIJ半ヾイ�"oi上〔>ftffに土to様

な影^を与えるかは.箆加如から求人な旧心かよせら

れている…

報告書6)にも小,小学校相当年令oT)体位洲�"%如1i報

告されている.現地でほ合併･ 2部･隔Rなどの授業

型式,現地人との混乱　戎ほ人数が特に少くLかも遠

隔の他にil崎ミするd.,二な　　統.汁IT'j∴t｣ ;>&敬叫l!'j'4｣ <-､j.

象を得ることが至難であ-｡た.第二トメ丁ス･ :^34寺ち

･女30名〕およびエフイゼニオ･サ-レス(,男4名･

女5名〕で測定Lた数伯をFig.1｡-14に示Lた･身

昆･体重･胸尚･比体重ほ何れも日本j%同年令平均

値1)に比し低いものが多い･比胸囲ほ全般に大でこの

′･.O･,Lよ前記報告書と同じである,すなわち発育レベルが

低く,特に長育に明らかであるといえよう･またエフ

ィゼニオ･サーレス(第2小学校12名中男4名･女5

各　5-12才｡h〕の子供uj皮脂厚は腕(4.5-9･7〕,宿

〔2｡3-9…0)であった.こわらの体位の成績は前記報

告苦の肺とほぼ･致する.
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け｣7.9,除草2.4などで,その他｢トマトくくり｣,

サンフ7ンでの｢焼畑後片附け｣, ｢再生林伐木｣など

ほ測定器械の調子わるく,納得できる値を得られなか

った.

〔附〕　調査隊員の身体状況

隊員の男子5名の身体機能が,長途の旅行中の急激

な環境条件の変化,什事や生活状態から来る負担の増

大,食事内容の多様さの中でどの様に変化するかを見

るた崎　本調査のあい間をぬって,約1週間に1度の

割合いで基礎代謝状態における各種測定を行った.項

目は体重･体温･基礎代謝･血圧〔最大･最小の･呼

吸数･脈持数およびその時の気温･気圧である.ただ

L旅行中ばく露された環境条件は,調査Lた移住地,

立寄他についての前出の値をも参照されたい.

そのうち気温･基礎代謝･最大血圧･最小血圧･脈

増数の変化をFig. 15に示Lた.気圧はラパスを除

いて殆んど海面よりの差はない.ラパスは標高3,6℃0

-4,0℃℃mの問にあり,観測所のデータによれば気圧

は66℃mb 〔495mmHgので常圧の65%に相当する.

気温が高いアマゾン地域では基礎代謝も低下L,派

摺数も同様の傾向であるが,最大血圧ほ少L高目であ

り,仕事の上での負荷,栄養状況の低下などからんだ

姿と考えられる.南下Lて,気温が下ると共に基礎代

謝は上昇し,他の項目にも多少の影響が仕事による負

荷とからみあって出ている.最南のブユノス･アイレ

スでほ比較的休養･栄養をとった改もあって,日本に

於ける値に近く安定Lた.これらの値ほ,急速な気候

の変化における人体生理棟能の変化に関する文献14)

の成績とほぼ同様である.

ラ,ミスは前述の如く,気圧･気温が低く,甚だ特徴

ある値を示した.呼吸がやや困難のため睡眠が不充分

であったが,基礎代謝状態の値でもすべて上昇が著し

い.日中は椅坐安静時でも殆んど全員が最大血圧170

mmHgを示し最小血圧も11℃mmHgと略同じであ｢

た.脈碍数も更に増加Lていた.標高絢300mのサン

oc
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Fig. 15　Mean value ℃f measurements on

the members or investigation

普
一--一-

hr

5℃
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タ･クルスから飛行機で約4時間後に到着L, 3日2

娩滞在Lた間の状況である.

比較的急速な気温等環境条件の変化の上に,不便極

りない移住地での調査,食餌の変動･蓄積疲労など種

々の要因が重なったもので,必ずどもその解析ほ容易

でほないが, ――･資料となろう.

ま　　　　と　　　　め

環境条件:南米の日本人移住地は,北ほ熱帯のアマ

ゾン地域の大密林から,南は温帯のわが国と略よく似

た気候風土の地に至るまで,多種多様の自然環境の中

におかれている.灼熱の太陽･海とまごう大河･果L

ない大密林･高地,砂漠,乾季･雨季などが織りなす

状況は. 1日の問に冬と夏が同居する様な特殊性をは

じめ本文中にのべた通りであり,気温･気湿･気流･

気Ef･車EF關J斉っ降水量･紫外線･砂塵なっどわれたのれの

成顕噴.のみでほを全くの一部にすぎない.

身体状況:体位についてみると,熱帯アマゾンにい

る人々,特に若年層に低体重でやせている傾向をみる.

基礎代謝ほ日本人基準個と差ほなかったが,アマゾ
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ンのの人達がやや低い.

始L虻では男子ほを全体とLて日本j立1実物仙エり脱い怯

向にあり.特にア-ノいい々地域か､用が月ちのか立で加令に｡｢立る―L

拝もがj立さい.

握]jにはを全期こ円本ノ､立年均佃より/J立さい[Ef―行旬かい∴あっ,た.

眠調節如こFγいは比較―Lまだ問題がある.

【[Iた古総告白はを全体にL――l本人基準f自!LLた'用った,了-たっノ

ン地域の人に明らかである.

父, ―血清総コど/る立テロ-ル,皮脂厚も同様である.

農夫症点数ほ瑚貨に日本畏上噴より高い.

以上を総合すると.体[立上Iた･体力ほ―能にR本人基準

値より低いが,加令的低下かt立霧,大であるとは云えな

i4し.文血圧が低いのは長rを狙の_のためのもあるのうが,血桁窮

白鼠　同コど/る立テロ一々と値･郎旨厚などに見られたる様

にやや過労に　低栄養(特に蛋白)の―の状態とみられるこ

とともいI果く関連Lていっっう.それは農夫症点数でもう

かゝか､ぃれのれJる.

･いj自動と―fγ供たち:

子供達のの体位はを全体に口本人基準値なり―リ)]らかに劣

--立ておりヰ　怖れ的にも同tた寮が云えよう.

いく-バかのの特殊なっ労働―にがのいて.そののの1ネルギ-代

謝率を脚'―患Lたが,中にほ極めて撒Lいものがあっのた.

調査隊員:

3ケ月間の長途のの[調査探行軒　熱帯から温帯まで各

種の環境にさらされた隊員の生理機能ほ,仕事の負担

･食餌の不なっれなどにも大きく影響された.特に高度

4,℃00mに急速にばくろされた時の血圧の上昇などほ

構成傑Lいγl立ののがあ-Jた.

本研究は文部省科学研究費海外学術調査費によっ)て行れ々のれた.長崎大学熱帯医学研究熱JBP,良

崎大学医学―上-1rを'撻丁生学數蕪の各位のの専門的なご助言,能助に深く感謝するとともにに　本研究遂行に協力

を惜しまれなかった文部省･外務がfっ海外移住事業団その他事業団体などの本国およに]立[L成機関の方

々学に感謝する.最後に南米の地で健闘Lておられる移住著各位ののこ協バ]に顕L立感射し,ニの研究がそ

の健康と幸霧二役立つ様祈念する.
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